
フリガナ

代表者氏名

対象期間

紹介率 

逆紹介率

C：逆紹介患者の数

共同利用に関する規定の有無 有

共同利用施設・設備

当院すべての設備および機器、器具
　　　（一例）ＭＲＩ，ＣＴ，アンギオ室、透析室、内視鏡室、
手術室、入院病床　等

登録医療機関数 96機関

共同利用病床利用率 0.0%

共同利用の範囲 当院すべての設備および機器・器具

（うち開設者と直接関係のない医療機関延べ数） (1,954機関)

共同利用病床数 5床

◇共同利用の実績

医療機関延べ数 1,954機関

※患者数は延べ人数 9,062人

B：初診患者の数 11,408人

C/B 79.4%

A/B 65.0%

※患者数は延べ人数 A：紹介患者の数 7,424人

承認要件

　

紹介率65%以上かつ逆紹介率40%以上

　

２．業務報告 平成31年4月1日～令和2年3月31日

◇紹介患者に対する医療提供及び他の病院又は診療所に対する患者紹介の実績

病院長　木下　芳一

承認年月日 平成28年7月27日

所在地 兵庫県姫路市広畑区夢前町3丁目1番地

開設者 社会医療法人製鉄記念広畑病院

地域医療支援病院業務報告書

１．概要

病院名
セイテツキネンヒロハタビョウイン

製鉄記念広畑病院



(2,051人)

(691人)

(2,742人)

研修の実績

(132人)

253.9㎡

124.9㎡

68.8㎡

　

　

　

　

　

　

　

研修施設 研修センター

第１会議室

多目的ルーム

研修委員会の設置の有無 有

研修指導者数 8人

合計研修者数（うち院外参加者） 303人

研修体制 研修プログラムの有無 有

研修の内容

2019
　5.23　モチベーション・コントロール
　6.20　(講演1)抗血栓療法と出血性イベントを考えてみる
　　　　(講演2)消化器疾患：最近の診療の流れー機能性疾患、ア
レルギー、がん、炎症性腸疾患、潰瘍、肝炎
  6.26  感染制御に求められるマネジメント力
  8.1   iMAP, iSAPが救う播磨地域の外傷ほっとラインの輪
  8.3   熱中症
　9.7　 自分らしく生きることを考えよう～医師と家族とのコ
ミュニケーションのとりかた～
 10.31　(一般演題)診断に難渋したgroove膵癌の一例
　　　　(講演1)当院での消化管内視鏡治療
　　　　(講演2)膵癌早期発見
 11.17  糖尿病チームマインドフルネスダイエット
2020
  1.23　事例紹介「脳梗塞を発症した高齢者の"本人の意思を尊重
した"多職種での関わりを通して」・ディスカッション
　2.4　 ノロウイルスについて～効果的な嘔吐処理の仕方
　2.6　 消化器がん化学療法のマネジメント
　2.19　新型コロナウイルス感染症

地域の医療従事者への研修回数 12回

救急用又は患者輸送用自動車 2台

◇地域の医療従事者の資質の向上を図るための研修の実績

合計 6,391人

※延べ人数。括弧内は、うち入院を要した患者数

救急用又は患者輸送用自動車により搬入した救急患者　 3,537人

上記以外の救急患者 2,854人

優先的に使用できる病床 0床

専用病床 30床

◇救急医療の提供の実績



地方公共団体

その他

委員会の開催回数 1回

0件

合計 2件

◇第九条の十九第一項に規定する委員会の開催の実績

閲覧者別延べ件数 医師 2件

歯科医師 0件

0件

閲覧担当者
廣坂惠(地域医療連携室担当看護師長)、小原修治(総務課長)、丸

尾信喜(医事企画課長)

閲覧の求めに応じる場所 地域医療連携室、総務課、医事企画課

紹介患者等の帳簿 地域医療連携室

◇診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法及び閲覧の実績

閲覧責任者 村津　裕嗣（患者総合支援センター長）

医事企画課

地域医療従事者向け研修の実績 総務課

閲覧実績 総務課、医事企画課

診療に関する諸記録の保管場所 電子カルテ,地域連携室,カルテ庫

病院の管理及び運営
に関する諸記録の保
管場所

共同利用の実績 地域医療連携室

救急医療の提供の実績

管理責任者 病院長　木下　芳一

管理担当者 事務長 宮田 幸二、医事部長　坂原 康敏

◇診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法



地域連携クリティカルパスの策定 有

製鉄記念広畑病院

役割に関する情報発信 有

退院調整部門 有

◇その他地域医療支援病院に求められる取組み

病院機能第三者評価 無

相談件数 53件

相談の概要

＜診療・治療内容＞…4件
・治療上の経過について
・当院での治療継続について
・リハビリの継続治療について

＜療養上の相談＞…13件
・退院後の生活について
・ＩＣ時の家族同伴の理由について
・医師からの病状説明について
・転院先の情報について
・利用できる社会資源について
・継続治療可能な期間について
・介護保険利用による住宅改修や福祉用具について

＜経済的問題＞…8件
・入院費の分割での支払いについて
・労災での支払いについて
＜診療科への照会＞…2件
・受診科について

＜書類関連＞…3件

相談を行う場所

患者相談支援センター
相談室

主たる相談対応者 看護師3名　　事務職員1名

◇患者相談の実績


